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組織においては， リーダーシップの在り方がその組織文化や業績に大きな影響をもたらすことか
ら， 日本においてもリーダーシップ開発のための教育実践が.専門職大学院等の高度専門職業人養
成課程や各種研修等の坊において椋々に取り組まれてきた。しかしながら，職業人を受講者とする
大学院レベルの授業を対象とした授業研究や， リーダーシップ開発に焦点を当てた授業研究は，国
内・国外を通じて成果の蓄積が乏しいのが現状である。
本研究は，高度専門職業人のリーダーシップ開発を目的とした大学院レベルの教育において， ど
のようなプログラムが効果的であり， どのようにして効果的なプログラムを開発すればよいのか，
効果的なプログラムの開発方法を探るための実践研究をどのように行えばよいのか，それぞれ明ら
かにすることを目的とする。
具体的には，研究方法としてアクション・リサーチを用し¥授業実践者である大学教員自身が自
らの授業の開発・改善を目的とした研究を行うとともに各々の成果を持ち寄って，係るプログラ
ムの開発方法に関する新たな知見を得ることとする D
2. 実施期間
2014年 3 月~ 2016年7月
3.研究の進捗状況
2015年度は，プロフェッショナル・スクール/修士課程における論文指導等を通じた指導方法や，
これらの課程における授業/研修における指導方法についての研究を，各プロジェクトメンバーが
前年度に51き続いて進め，成果をまとめる段階まで各々の研究が進捗した。
2月26日(金)~ 27日(土)に実施した研究会では，以下の報告に基づいてデイスカッションが
行われた。
水本徳明先生からは，京都連合教職員大学院での取り組みを中心とした報告があり，学校経営高
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